
軒
並
み
乱
調
に
陥
っ
て
い
る
社
会
主
義
国
（
中）

グ

ポ

i
－

プ

ド

化
d

は

西

か

ら

束

� 

波

及

す

る

か

ン

八

0

年

代

は

体

制
の

護

持
が

最

重

要

課

題
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止

「
社
会
主
義
革
命
の
波
は
ソ
連
を
皮
切
り
に、
東
欧、
中
園、
北
朝
鮮、
イ
ン
ド
シ
ナ、
キュ
ー
バ
と
い

一
っ
た
具
合
に
西
か
ら
東へ
拡
大
し
て
い
っ
た
が、
社
会
主
義
の
理
惣
が
朽
ち
果
て、
自
由
化
し、
西
欧
化
し

ケ
て
い
く
流れ
も
同
川
川
清
川
同
同
川
M
陳
いほ
版
図
ル
代h
代
初
代
同
ほ
い
怖
にホ
1
ラ
ン
ド
が
そ
の
端
緒
…

竺
で
し
ょ
う」
｜
｜
と
中
嶋
嶺
雌
東
外
大
教
授
は
最
近
あ
る
会
合
で
指
摘
し
て
い
たc
確
か
に、
現
在、
快
界
山

山一一
で
社
会
主
義
が
力
を
伸
長
さ
せ
て
い
る
の
はニ
カ
ラ
グ
ア、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
な
ど
ρ
甫md
の一
部
中
米
諸

川
同司ぐ
ら
い
な
も
の
で、
ζ
れ
ら
中
米
諸
国で
は一
一混
り
の
資
本
家、
地
主
が
同
有
財
産
の
大
半
を
支
配
し
て

お
り、
社
会
主
義
テ
ー
ゼ
が
な
お
効
力
を
持
つ
土
壌
が
あ
る。
だ
が、
H・曲d
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
周
知
の

よ
う
に、
社
会
主
義
が
そ
の
存
在
意
義
を
激
し
く
問
わ
れ
で
お
り、
西
欧
化、
自
由
化
の
動
き
が
ま
す
ま
す

…

拡
大、
ソ
迎
や
他
の
東
欧
諸
国
に
波
及
し
か
ね
な
い
情
勢
で
あ
る。
ま
さ
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
労
働
者
連
動
は

批
界
共
産
主
義
運
動
に
と
っ
て
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
・な
事
件
と
い
え
よ
う。
そ
れ
で
は、
グ
ポ
ー
ラン

ド
化d
は
今
後
聞
か
ら
東へ
と
波
及
す
る
の
だ
ろ
う
か。
こ
れ
ま
で
社
会
主
義
体
制
を
噂
入
し
た
国
で、
ζ

の
体
制
を
放
棄
し
た国
は一
国
も
な
い
が、
社
会
主
義
休
制
が
崩
麹
す
る
と
い
っ
た
事
態
は
果
た
し
て
起
と

り
得
る
の
だ
ろ
う
か。
こ
う
し
た
視
点
に
立
っ
て、
八
0
年代
の
共
産
閣
の
行
方
を
探っ
て
み
よ
う。

か
に
送
り
込
み、
各
地
で
党
員、
労
組
活
動
家
の
い
ず
れ

に
も
属
さ
念
い一
般
市
民
約
五
百
人
を
対
象
に
行っ
た
も

の
で、
そ
れ
に
よ
れ
ば、
統一
労
働
者
党
支
持
率
は
わ
ず

か
三
%
と
い
う
驚
くべ
き
数
字
が
出
て
い
る。
同
誌
の
調

査
員
が
「
も
し、
今
自
由
選
挙
が
行
わ
れ
た
ら
ど
の
政
党

に
投
票
す
る
か」
と
し
て、
西
欧
諸
政
党
の
綱
領
や
政
策

を
モ
デ
ル
に
架
空
の
政
党
を
想
定
し
て
質
問
し
た
と
ζ

ろ、
グ
得
票
率μ
は
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
三
四
%、
社
会

時事解説昭和56年4月17日（金）

西
欧
式
世
論
調
査
を
や
っ
て
み
る
と

社
会
主
義
体
制
下
に
暮
ら
す
庶
民
は－
休
ど
の
程
度
現

状
κ
満
足
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か。
そ
の
興
味
深い
世
論

調
査
が
昨
年、
激
励
す
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
フ
ラ
ン
ス
の
マ

ス
コ
ミ
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た。

フ
ラ
ン
ス
の
有
力
週
刊
誌
「パ
リ・
マ
ッ
チ」
（
即
年

日
川
抗
日
付）
が
八
人
の
調
査
員
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
ひ
そ

党二
七
%、
自
由
党一
九
%、
農
民
党
四
%、
統一
労
働

者
党
三
%
の
順
だっ
た
と
い
う。
日
本
共
産
党
の
総
選
挙

で
の
得
票
率
が
約一
O
%、
7
ラ
ン
ス
共
車問
党
が
二
O

%、
イ
タ
リ
ア
共
産
党
が一二
O
%
斡
度
をaコ
ン
ス
タ
ン
ト

に
占
め
る
と
と
か
ら
み
て
も、
と
の
結
巣
は
衝
撃
的
で
あ

る。
ち
な
み
に、
と
の
世
論
調
査
で
は、
「
ソ
述
軍
が
介

入
し
て
き
た
ら
ど
う
す
る
か」
の
質
問
に、
「
降
伏
す

る」
が
二
四
%、
「
抵
抗
す
る」
が
六
六
%
と
なっ
て
い

た
が、
そ
れ
は
と
も
か
く、
と
の
数
字
は、
自
主
管
理
労

組
「
連
帯」
の
加
盟
関
が
全
人
口
の
三
O
%
に
当
た
る一

千
万
人
に
上っ
て
い
る
と
と
と
併
せ、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

が
す
で
に
後
戻
り
で
き
念い
段
階
に
ま
で
き
て
い
る
と
と

を
物
語っ
て
い
よ
う。

中
国
で
も
「
人
民
日
報」
（
2
月
M
日
付）
が
福
遣、

安
徽
両
省
で
約一
千
人
の
若
者
を
対
象
に
調
査
を
行っ
た

が、
「
社
会
主
義
の
優
越
性
を
信
じ
る」
と
答
え
た
者
は

全
休
の
六
回・
四
%
だっ
た。
し
か
し、
と
の
数
字
は
あ

く
ま
で

よH
製
調
査d
で
あ
り、
そ
れ
で
も
三
分
の一
以

上
の
若
者
が
社
会
主
義
の
将
来
に
疑
問
を
表
明
し
た
点
に

ζ
そ
注
目
すべ
き
だ
ろ
う。

そ
れ
で
は
ソ
連
の
場
合
は
ど
う
か。
ソ
連
社
会
に
お
け

( 13 ) 
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る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
受
容
度
に
つ
い
て、一二
年
聞
に
わ
た

る
モ
ス
ク
ワ
勤
務
を
終
え
た
「ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・
タ
イ
ム

ス」
（
初
年
U
月
日
日
付）
の
C・
ホ
イ
ッ
トニ
1
記
者

は
「
ソ
連
で
真
に
社
会
主
義
体
制
の
有
効
性
を
信
じ
て
い

る
者
を
探
す
の
は
な
か
な
か
難
し
い。
名
白
的
に
は
千
七

百
万
人
以
上
の
共
産
党
員
が
い
る
が、
彼
ら
の
多
く
は
す

で
に
革
命
精
神
を
失っ
て
し
まっ
て
い
る。
党
員
に
な
る

の
も、
革
命
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
扇
動
す
る
た
め
で
は
な

く、
い
い
仕
事
に
就
く
た
め
と
か、
幹
部
用
商
店
で
買い
物

を
し
た
り
外
国
旅
行
の
で
き
る
特
権
階
層
に
な
る
た
め
で

あ
る」
と
述べ
る
と
と
も
に、
「
共
産
主
義
を
本
当
に
信

じ
て
い
る
者
は
党
員の
な
か
で
も
わ
ず
か一
1
二
%
だ
ろ

う」
（
党
に
近
い
モ
ス
ク
ワ
の
知
識
人）
、
「
党
の
下
部

会
識
は
つ
ま
ら
念い
中
学
校
の
授
業
の
よ
う
だ。
会
識
が

進
む
に
つ
れ、
女
性
は
編
み
物
を
始
め、
本
を
読
む
者
もも

い
る」
（
会
議
出
席
者）
と
い
っ
た
市
民
の
衝
動
的
な
発

言
を
紹
介
し
て
い
た。
「レ
1
ニ
ン
主
義
の
忠
実
な
後
継

者
で
あ
り、
平
和
の
戦
士
プ
レ
ジ
ネ
フ
同
志」
と
い
う
た

「．フ
ラ
ウ
ダ」
の
世
界
と一
般
庶
民
の
世
界
が
大
き
く
遊

離
し
て
い
る
と
と
が
う
か
が
わ
れ
よ
う。
「
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
は
硬
直
化
し、
時
代
遅
れ
と
なっ
て
説
得
力
を
失っ
て

し
まっ
て
い
る」
（
ホ
イ
ッ
トニ
1
記
者）
と
い
わ
れ
る

ゆ
え
ん
だ。

時事解説昭和56年4月17日（金）

第
一

の
原
因
は
計
画
経
済
の
破
た
ん

で
は、
念
ぜ
こ
う
し
た
事
態
に
なっ
て
し
まっ
た
の
だ

ろ
う
か。
社
会
主
義
諸
闘
の
内
部
矛
盾
の
原
因
に
つ
い
て

は
多
く
の
見
方
が
可
能
だ
が、
今
日
の
社
会
主
義
国
に
共

地
ず
る
重
要
な
欠
点
は、
大
き
く
言っ
て
①
計
画
経
済
に

伴
う
経
済
不
振
と
消
費
生
活
の
低
迷
＠
自
由
の
抑
圧
③
特

権
階
級
の
誕
生
と
平
等
理
念
の
崩
麹
＠一
党
独
裁
と
民
主

的
選
挙
が
な
い
ζ
と
に
伴
う
政
権
の
腐
敗・
附
落
11
の

凶
点
で
は
な
か
ろ
う
か。

ま
ず、
社
会
主
義
経
済
の
特
徴
は
計
画
経
済
と
生
産
手

段
の
集
団
化
だ
が、
ζ
れ
が
労
働
者
の
労
働
意
欲
を
奪

ぃ、
労
働
の
質
と
効
率
を
悪
化
さ
せ、
生
産
の
低
下
を
招

い
て
し
まっ
た。
と
り
わ
け
深
刻
な
の
は
農
業
で、
共
産

闘で
現
在
穀
物
の
自
給
が
で
き
て
い
る
の
は
せ
い
ぜ
い
プ

ル
ガ
p
ア
程
度
で、
あ
と
は
軒
並
み
輸
入
聞
に
回っ
て
い

る。
ソ
連
で
は
耕
作
地
の
わ
ず
か
二・
八
%
に
す
ぎ
な
い

個
人
経
営
の
農
場
が
七
九
年
に
は
全
収
穫
高の
実
に
二
八

%
を
占
め
た
が、
仰木
同
化
を
や
め
れ
ば
農
業
問
題
は
た
ち

ど
ζ
ろ
に
解
決
す
る
だ
ろ
う。
そ
れ
が
で
き
ない
の
は、
社

会
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
縛
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る。

経
済
不
僚
は
当
然
国
民
の
生
活レ
ベ
ル
向
上
を
妨
げ、
行

列、
ド
ル
買い、
劣
悪
な
消
費
物
資
な
ど
を
招
き、
民
衆

の
不
満
を
高
め
た。

第
二
に、
言
論・
集
会・
出
版
な
ど
の
自
由
弾
圧
も
庶

民
の
不
満
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
原
因
だ。
社
会
主
義同
は

そ
れ
ぞ
れ
憲
法
で
言
論
の
自
由
を
う
たっ
て
は
い
る
が、

ソ
連
の
場
合
「
人
民
の
利
益
に
適
合
し、
か
つ
社
会
主
義

制
度
を
強
化
し
発
展
さ
せ
る
範
囲
で」
（
憲
法
五
O
条）

と
い
う
絶
対
的
な
前
提
が
あ
る。
マ
ス
コ
ミ
は
党
の
宣
伝

機
関
と
堕
し、
ソ
ル
ジ
ェ
ニ
1
ツ
イ
ン、
ブコ
ア
ス
キ
ー

と
い
っ
た
反
体
制
派
は
「
人
民
の
敵」
「
反
革
命」
の
レ

ッ
テ
ル
を
強
ら
れ、
追
放
さ
れ
る
稲
命
に
あ
る
わ
け
だ。

し
か
し、
自
白へ
の
欲
求
は
根
強い
も
の
が
あ
り、
ソ
連・

東
欧
で
は
官
憲
の
日
を
か
い
く
ぐ
っ
て
サ
ミ
ズ
ダ
1
ト

（
地
下
出
版）
が
広
く
流
布
さ
れ
て
い
る。
中
国
で
も
最

近、
地
下
出
版
が
大
量
に
出
回
り
始
め
た
と
伝
え
ら
れ
る

が、
や
は
り
中
国
人
民
も
自
由へ
の
欲
求
に
目。さ
め
つ
つ

あ
る
と
み
る
べ
き
だ
ろ
う。

新
特
権
階
級
と、
ネ
ポ
テ
イ
ズ
ム

第二一
に、
本
来
平
等
で
あ
る
は
ず
の
社
会
主
義
国
に
特

権
階
級
が
誕
生、
不
平
等
社
会
と
なっ
て
し
まっ
た。
ユ

ー
ゴ
の
反
体
制
派
ミ
ロ
パ
ン・
ジ一フ
ス
は、「
ソ
連
や
他
の

社
会
主
義
国
で
は
確
か
に
起
源
の
古い
資
本
家
や
そ
の
他

の
階
級
は
廃
絶
さ
れ
た
が、
歴
史
が
い
ま
だ
か
つ
て
知
ら

な
い
新
し
い
階
級
が
誕
生
し
た。
と
の
新
し
い
支
配
階
級

は
固
有
化
し
た
物
財
を
使
用
し、
享
楽
し、
分
配
す
る
権

利
を
通
じ
て
自
分
た
ち
の
財
産
に
し
て
し
まっ
た」（
新
し

い
階
級）
と
指
摘
し
た
が、
確
か
に
社
会
主
義
国
は
幹
部
の

特
権
化、
幹
部
に
よ
る
不
正
腐
敗
と
い
う
本
来
の
理
想
と

は
ほ
ど
遠い
問
題
を一
様
に
抱
え
て
い
る。
ノ
メ
ン
ク
ラ

ト
ゥ
1
ラ
（
党
官
僚）
、
アパ
ラ
チ
キ
（
政
府
官
僚）
と

い
わ
れ
る
の
が
そ
れ
で
あ
り、
ヘ
ド
リ
ッ
ク・
ス
ミ
ス
は

ソ
連
に
お
け
る
特
権
階
級
を
百
万
人
と
推
定
し
て
い
る。

第
四
に、
社
会
主
義
国
で
は
自
由
な
秘
密
選
挙
が
行
わ

れ
て
お
ら
ず、
と
れ
が
政
権
の
長
期
化
を
可
能
に
し、
ひ

い
て
は
政
権
の
腐
敗、
保
守
化
を
招い
て
い
る。
マ
ル
ク

ス
や
レ
1
ニ
ン
は
社
会
主
義
の
原
則
の一
っ
と
し
て
「
人

民
に
よ
る
自
由
選
挙」
を
掲
げ
た
が、
現
在
の
社
会
主
義

，
闘で
は
と
の
原
則
が
な
ん
ら
守
ら
れ
て
お
ら
ず、
一
・た
び

( 14 ) 
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政
権
を
掌
録
す
れ
ば
永
久
政
権
も
可
能
に
なっ
て
い
る。

現
に、
社
会
主
義
国
で
は
ホ
ッ
ジ
ャ・
ア
ル
パ
ニ
ア
党
第

一
書
記
の
在
位
三
十
九
年
を
筆
頭
に、
金
臼
成
朝
鮮
民
主

主
義
人
民
共
和
国（
北
朝
鮮）
主
席
三
十
五
年、
故
毛
沢
東

主
席
二
十
七
年、
ジ
フコ
フ・
ブ
ル
ガ
リ
ア
党
第一
書
記

二
十
六
年、
カ
ス
ト
ロ・
キュ
ー
バ
首
相二
十一
年、
プ

レ
ジ
ネ
フ・
ソ
連
共
産
党
書
記
長
十
六
年、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス

ク・
ル
ー
マ
ニ
ア
大
統
領
十
五
年
と
い
っ
た
具
合
に
い
ず

れ
も
軒
並
み
超
長
期
政
権
な
の
で
あ
る。
ζ
う
し
て、
政

権
が
安
定
し、
独
裁
化
が
進
む
な
か
で、
か
つ
て
の
革
命

家
た
ち
も
保
守
政
治
家
と
なっ
て
し
まい、
施
政
に
改
革

へ
の
気
概
が
薄
れ
て
し
まっ
た
の
で
は
・な
か
ろ
う
か。
金

正
日
氏
（
金
日
成
主
席
の
長
男）
の
後継
者
就
任、
エ
レ

ナ・
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
夫
人、
ラ
ウ
ル・
カ
ス
ト
ロ
氏（
カ

ス
ト
ロ
首
相
の
実
弟）
の
ナ
ン
バ
ー
2
昇
進、
ユ
1
リ
l・

プ
レ
ジ
ネ
フ
氏
（
プ
レ
ジ
ネ
ブ
書
記
長
の
長
男）
の
党
中

央
委
員
候
補
就
任
と
い
っ
た
共
産
圏
に
は
び
と
る
ネ
ポ
テ

イ
ズ
ム
は
明
ら
か
に
長
期
政
権
に
伴
う
弊
害
だ
ろ
う。

時事解説昭和56年4月17日（金）

ポ
ー
ラ
ン
ド
「
連
帯」
の
成
果

こ
う
し
た
体
制
内
の
矛
盾
に
真っ
向
か
ら
挑
戦
し
た
の

が
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
労
働
者
運
動
だっ
た。
昨
年
七、
八
月

北
部
の
港
湾
都
市
グ
ダニ
ス
ク
で
立
ち
上
が
っ
た
労
働
者

た
ち
は、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
武
器
に
政
府
に
二
十一
項
目
の

要
求
を
突
き
つ
け
た
が、
そ
の
主
な
内
容
は
「
自
由
労
組

の
水
認」
「－一日
論、
宗
教
の
問
自
保
障」
「
政
治
犯
の
釈

般L
「
賃
上
げ」
「
食
料
品
補
給
の
確
保」
「
党
員
な
ど

へ
の
優
越
措
置
の
廃
止」
「
労
組
役
員
の
自
由
投
票
に
よ

る
選
出」
等々
で、
社
会
主
義
の
本
質
的
な
欠
陥
を
鋭
く

突い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る。
政
府
側
は
ζ
の
大
部
分
で

譲
歩
を
強い
ら
れ
た
ば
か
り
か、
統一
労
働
者
党
に
も
労

組
の
変
革
姿
勢
が
及
ん
だ
も
よ
う
で、
つ
い
に
三
月
末
の

党
中
央
委
総
会
で、
七
月
の
党
大
会
に
向
け
て
代
議
員
選

挙
を
複
数
立
候
備、
完
全
秘
密
投
票
で
選
ぶ
こ
と
を
決
定

し
た。
こ
れ
は
共
産
主
義
の
歴
史
で
極
め
て
画
期
的
な
決

定
で
あ
る。

そ
も
そ
も、
社
会
主
義
国
に
お
け
る
選
挙
は
事
実
上、

党
が
選
ん
だ
候
補
に
賛
成
か
反
対
の
意
思
表
示
を
す
る

グ
信
任
投
票d
に
す
ぎ
な
い。
ソ
速
の
場
合、
候
術
者
の
氏

名
を
印
刷
し
た
投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
入
れ
れ

ば
賛
成
票
と
さ
れ、
反
対
票
を
投
じ
る
際
は
そ
の
氏
名
に

×
を
つ
け
る
シ
ス
テ
ム
に
なっ
て
い
る
が、
そ
の
た
め
に

は
カ
1
テ
シ
で
仕
切
ら
れ
た
ボ
ッ
ク
ス
に
入っ
て
×
を
つ

け
－な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
ボ
ッ
ク
ス
に
入っ
た
有
権
者
は

・た
い
て
い
あ
と
で
国
家
保
安
委
員
会（
K
G
B）
の
追
及
を

受
け
る
と
い
わ
れ、
と
ζ
に
驚
異
的
な
「
賛
成
率
九
九・

九
%」
の
槌
密
が
あ
る
わ
け
だ。
そ
れ
だ
け
に、
複
数
立

候
補
制、
完
全
秘
密
投
票
の
採
用
は、
一
党
独
裁
体
制
の

根
幹
さ
え
揺
る
が
し
か
ね
な
い
歴
史
的
な
決
定
とい
え
よ

Pつ。と
う
し
て、
ポ
1
ラ
シ
ド
情
勢
は「
ソ
連・
東
欧
型
社
会

主
義
を
む
し
ぼ
む
ガ
シ」
（ニ
ュ
ー
ズ
ウ
ィ
ー
ク）
と
な
っ

て
他
の
社
会
主
義
国
に
脅
威
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る。

こ
れ
を
放
置
し
て
お
け
ば、
H
ガ
ンd
は
体
内
に
繁
殖
し

か
ね
な
い。
ク
レ
ム
リ
ン
が
有
形
無
形
の
任
力
を
通
じ
て

ζ
れ
を
鎮
圧
す
る
勤
き
に
出
て
い
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う。

ポ
ー
ラ
ン
ド
は
チ
ェ
コ
と
は
違
う

し
か
し、
最
初
に
紹
介
し
た
統一
労
働
者
党
支
持
率
が

三
形、
「
連
帯」
加
盟
の
労
働
者
は一
千
万
人
ーー
と
い

っ
た
衝
撃
的
な
数
字
が一不
す
よ
う
に、
ポ
ー
ラ
ン
ド
情
勢

は
す
で
に
後
戻
り
で
き
な
い
段
階
に
ま
で
進
ん
で
し
まっ

た
観
が
あ
る。
乙
の
点
で一ポ
ー
ラ
ン
ド
は、
ソ
連
軍
介
入

↓
指
導
部
更
迭
だ
け
で
「
正
常
化」
を
成
し
得
た
六
八
年

の
チェ
コ
の
場
合
と
は
決
定
的
に
異
なっ
て
お
り、
軍
事

介
入
が
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
効
果
を
持っ
か
は
疑
問
だ。

・お
そ
ら
く
ソ
連
は、
今
後
と
も
軍
事
演
習
な
ど
を
通
じ
た

圧
力
は
か
け
・な
が
ら
も、
「
介
入」
に
は
踏
み
切
れ
な
い

ま
ま
解
決
を
先へ
先へ
と
延
ば
し
て
い
く
だ
け
で
は
・な
か

ろ
う
か。

そ
の
聞
に
も、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
自
由
化
の
動
き
は
他
の

ソ
連・
東
欧
諸
国
に
も
じ
わ
じ
わ
と
浸
透
し
て
い
く
と
み

ら
れ
る。
東
独
や
チェ
コ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
を
閉
鎖
し

て
対
策
に
懸
命
だ
が、
西
側
の
ソ
連・
東
欧
向
け
ラ
ジ
オ

放
送
は
ポ
1
ラ
シ
ド
情
勢
を
逐一
詳
細
に
報
道
し
て
お

り、
ポ
ー
ラ
ン
ド
問
題
は一
般
市
民
の
関
心
の
的
で
あ
ろ

う。
事
実、
米
紙
「ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・
タ
イ
ム
ス」
（
初

年
ロ
月
8
日
付）
は
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
近
い
ソ
連
の
ラ
ト

ピ
ア
共
和
国
の
首
都
リ
ガ
で
の
市
民
の
話
題
は
ポ
ー
ラ
ン

ド
情
勢
に
集
中
し
て
い
る」
と
伝
え
る
同
紙
記
者
の
現
地

ル
ポ
を
掲
載
し
て
い
た。

こ
の
点
に
つ
い
て、
ソ
連
の
反
体
制
歴
史
学
者ロ
イ・

メ
ド
ペ
1
ジェ
ブ
氏
は
英
紙
「
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー」
（
初
年

日
月
日
日
付）
に
寄
稿
し
た
論
文
の
中
で、
①
ソ
連
の
労

( 15 ) 
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働
者
階
級
は
民
族
的
に
多
様
②
国
土
が
広
す
ぎ
て
ス
ト
ラ

イ
キ
の
組
織
が
難
し
い
③
ソ
連
共
産
党
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
統

一
労
働
者
党
よ
り
は
る
か
に
強
力
④
ポ
l
ラ
シ
ド
労
働
者

は
過
去
に
も
再
三
抵
抗
す
る
勇
気
を
示
し
て
き
た
ーー
な

ど
の
点
を
挙
げ、
「
ポ
1
ラ
シ
ド
労
働
者
運
動
の
よ
う
な

動
き
が
ソ
連
の
労
働
者
か
ら
起
き
る
と
み
る
の
は
早
計

だ」
と
分
析
し
て
い
た。
確
か
に、
ポ
1
ラ
シ
ド
労
働
者

の
決
起
は、
経
済
の
極
度の
題
化、
党
支
配
の
弱
休
化、

ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
民
族
性
と
い
っ
た
各
種
の
要
素が
絡
み

合っ
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
り、
そ
れ
が
直
ち
に
他
の
諸

国
K
波
及
す
る
と
は
限
ら
ない。

だ
が、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
労
働
者
が
目
指
し
た
「
言
論、

宗
教
の
自
由
保
障」
「
政
治
犯
の
釈
放」
「
食
樹
品
補
給

の
確
保」
「
党
員
な
どへ
の
優
遇
措
置
の
廃
止」
と
い
っ

た
要
求
は、
他
の
社
会
主
義
諸
国
が
大
な
り
小
な
り一
致

し
て
抱
え
る
問
題
ば
か
り
で
あ
る。
ポ
ー
ラ
ン
ド
労
働
者

の
迦
勤
は、
社
会
主
義
の
休
制
内
に
巣
く
う
も
ろ
も
ろ
の

欠
陥
を
鋭
く
追
及
し
た
と
い
う
点
で
普
遍
的
な
性
格
念
持

っ
て
い
る
だ
け
に、
今
後
他
の
諸
国
で、
経
済
環
境
が
悪
化

し
た
り、
党・
警
察
支
配
が
弱
体
化
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な

事
態
が
生
じ
た
場
合、
グ
ポ
ー
ラ
ン
ド
化d
は
じ
わ
じ
わ
と

襲っ
て
ζ
ょ
う。
ま
さ
に
「
ク
リ
1
ピ
シ
グ・
ポ
1
ラ
ン

デ
1
シ
ョ
ン」（
し
の
び
寄
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
H
英
紙「
ザ・

タ
イ
ム
ス」
）
・な
の
で
あ
る。

時事解説昭和56年4月17日（金）

増
大
す
る
軍・
警
察
の
重
要
性

ぃ。す
れ
に
せ
よ、
八
0
年
代
の
社
会
主
義
閉
に
とっ
て

体
制
の
護
持
と
そ
が
最
重
要
観
題
と
なっ
て
い
く
の
で
は

な
か
ろ
う
か。
お
そ
ら
く、
体
制
側
は
党・
雪
山京
機
構
を

さ
ら
に
強
化
し、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
統
制
を
強
め
な
が
ら、

「
反
社
会
主
義」
の
動
き
を
徹
底
的
に
摘
発
し
て
い
く
ζ

と
だ
ろ
う。
社
会
主
義
閣
の
持つ
強
力
な
軍
も、
今
後
は

対
外
向
け
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ、
国
内
的
役
割
の
方
が

増
大
し
て
い
く
か
も
し
れ
ない。

す
で
に
そ
う
し
た
兆
候
は
現
れ
て
い
よ
う。
ソ
連
で

は、
先
の
第
二
十
六
回
共
健
党
大
会
で
三
百
十
九
人
の
党

中
央
委
員が
選
出
さ
れ
た
が、
う
ち
軍
人
は
二
十
八
人
と

前
党
大
会
の
二
十二
人
か
ら
六
人
も
増
え
て
い
る。
ま
た

プ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
は
党
大
会
の
報
告
で
と
く
に
K
G
B

の
活
動
を
称
賛
し、
新
た
に
K
G
B
の
幹
部
四
人
を
中
央

委
員
入
り
さ
せ
た
が、
続、
K
G
B
の
台
頭
は
将
来
の
タ

カ
派
路
線
を
示
唆
し
て
い
る
か
も
し
れ
念い。

と
う
し
た
観
点
に
立
て
ば、
ポ
ス
ト・
プ
レ
ジ
ネ
フ
の

後
継
者
に
は、
五
六
年
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
鎮
圧
K
貢
献

し、
す
で
に
十
三
年
間
K
G
B
議
長
を
務
め
て
い
る
ア
ン

ド
ロ
ポ
フ
政
治
局
員が
浮
上
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る。

ま
た
長
ら
く
労
組
議
長
を
務
め、
「
偏
狭
な
保J7
主
義
者」

（
「ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・
タ
イ
ム
ス・
マ
ガ
ジ
ン」
）
と
い

わ
れ
る
グ
リ
シ
ン
政
治
局
員
あ
た
り
も
有
力
視
さ
れ
よ

う。
と
の
二
人
は
プ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
よ
り
も、
タ
カ
派

の
総
帥
と
さ
れ
る
イ
デ
オ
ロ
1
グ、
ス
1
ス
ロ
フ
政
治
局

員
と
の
関
係
が
深い
人
物
で
あ
る。

東
欧
で
も、
次
期
党
書
記
長
候
補
K
M
タ
カ
派d
が
ひ

し
め
い
て
い
る。
弱
体
化
が
伝
え
ら
れ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

カニ
ア
第一
書
記
が
倒
れ
た
場
合、
後
継
者
κ
は
ク
レ
ム

P
シ
の
信
頼
が
最
も
厚い
と
い
わ
れ
る
保
守
派
の
オ
ル
シ

ョ
ア
ス
キ
ー
政
治
局
員
が
有
力。
東
独
の
ナ
ン
バ
ー
2
は

タ
カ
派
の
ジ
ン
ダ
1
マ
γ
政
治
局
員
だ
し、
チェ
コ
で
も

フ
サ
l
ク
書
記
長
の
跡
目
を
ね
ら
う
の
は、
「
プ
ラ
ハ
の

脊」
の
ζ
ろ
か
ら一
貫
し
て
自
由
化
に
反
対
し
て
き
た
新

ソ
派
の
筆
頭ピ
リ
ャ
ク
政
治
局
員で
あ
る。

中
国
で
も
深
刻
化
す
る
政
情
不
安

一
方、
中
間
で
も
と
の
と
と
ろ、
各
地
で
デ
モ
や
ス

ト、
テ
ロ
が
ひ
ん
発
し、
政
情
不
安
が
深
刻
化
す
る
に
伴

ぃ、
政
治
思
想
重
視、
精
神
主
義
復
活
と
い
っ
た
毛
沢
東

時
代へ
の
回
帰
を
思
わ
せ
る
現
象
が
み
ら
れ
る。
毛
沢
東

以
後
の
政
治
自
由
化
の
潮
流
か
ら
す
れ
ば、
明
ら
か
に
逆

流
す
る
動
き
だ
が、
社
会
主
義
そ
の
も
の
が
存
続
を
脅
か

さ
れ
て
い
る
以
上、
政
権
を
守
る
た
め
K
は
体
制
引
き
締

め
に
着
手
せ
ざ
る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
る。

社
会
主
義
諸
悶
に
と
っ
て
八
0
年
代
は
休
制
の
護
持
と

そ
が
最
重
要
問
題
と
な
り、
休
制
側
は
政
慨
を
存
続
さ
せ

る
た
め
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
行
使
す
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か。
こ
う
し
て、
市
民
と
休
制
側
の
関
係
は
ま
す

ま
す
摩
憾
の
大
きい、ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
も
の
に
なっ
て
い

き
そ
う
だ。
最
近
ワ
ル
シ
ャ
ワ
やモ
ス
ク
ワ
の
街
角
で
さ

さ
や
か
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
ア
ネ
ク
ド
1

ト
が、
共
産
閣の
民
衆の
苦
悩
を
物
語っ
て
い
よ
う。

×

×

×

 

質
問
H
社
会
主
義
と
は
何
か。

答
え
H
資
本
主
義
に
至
る
長
く
険
し
い
道
の
り
の
と
と

だ。

( 16 ) 
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名
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健
郎
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信
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